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生命科学分野のデータ共有の歴史と動向

•文献データは1960年代より

•研究データは1970年代より

•塩基配列データバンクは日米欧の３極体制で共同で

•タンパク質データバンクは日米欧の４センターで

•他のオミックスデータにも共有の枠組みが拡大

– トランスクリプトーム、プロテオーム、メタボローム、フェノーム、、、

•分野別目的別単位でのデータ共有の枠組みも

– 微生物、植物、実験動物、ヒト疾患、脳、、、



生命科学ではデータ共有がなぜ活発なのか？

•少数の数式や法則で表現できない（データが重要）

•データ共有による研究の促進

–統計解析のパワーアップ

–他の観点からの新発見、イノベーション促進

•研究成果の再現や検証

•重複の排除、資金の効率化、研究不正への対応

•資金提供機関からのデータ共有の要請

•論文投稿時における出版社からのDB登録要請

•受け皿としてDBセンターやアーカイブの整備

•DBは研究のインフラでありフロンティア



情報の多様化と爆発
•データ爆発

–次世代ゲノムシークエンサーなどの計測技術の進歩
–ムーアの法則を凌駕する伸び
–約20万のゲノムプロジェクト進行中
–ゲノム以外のomicsデータや画像も急増

•知識爆発

–論文数 2,800万件
–オープンアクセスの拡大

•データベース爆発

–世界 2万（日本は1,000）
–解析ツール 数千
–内容も非常に多様化

•生命科学はビッグデータを扱う情報の学問に

–データ駆動型科学

生命科学は

petaオーダーの時代に

主要DBセンターは
数十PBのデータ保有



生命科学におけるデータの利活用に関する障害

•自分の専門外のDBを使う必要性あり
–ゲノムは生物横断的

•DBや解析ツールの数が多すぎて使い方不明
–生体内相互作用DBだけでも500以上のDB

•注釈が信頼性のあるものとないものが混在

•フォーマットや用語がバラバラ
–遺伝子の概念さえDBによって違う

–同じ遺伝子にも多数の名前あり

•データの文脈依存性、曖昧性、冗長性、複雑性

•生物の特殊性を考慮したデータ処理技術必要

•単純にレポジトリするだけでは再利用性低い





我が国の生命科学DB統合推進事業

•データの共有、公共財化を促進し、その価値を最大化

•内閣府CSTP主導の統合データベースプロジェクト（2006〜）
– 文科省、経産省、農水省、厚労省で実施

– 2011年12月に四省連携のポータルサイト

•文科省の統合データベースプロジェクト(2006〜）

– 中核センターの設立

• 2007〜情報・システム研究機構ライフサイエンス統合DBセンターDBCLS

• 2011〜科学技術振興機構バイオサイエンスDBセンターNBDC

– クリエイティブコモンズ(CC)ライセンスによるデータの共有

– フォーマット、辞書、統合技術、動画教材などの開発

– カタログ、横断検索、アーカイブの構築など種々のサービス提供

– 研究分野ごとのデータベース統合化進行中（ファンディングによる）

– ヒト由来データの共有・セキュリティガイドラインの作成

– ヒトDB（オープン、制限アクセス）の構築、受入れ(DDBJと連携して）



ファンディングによる分野別のデータベース統合

戦略の立案

データベース統合

ポータルサイト
運用

基盤技術開発

整理する・探す・つなげる技術

戦略・ガイドライン

NBDCヒトデータベース（H25～）

分野を超えた統合のための技術開発

事
業
の
４
本
柱

省間連携の推進（文科省、厚労省、農水省、経産省 等）
国内外の機関との連携促進

ヒトデータ共有ガイドラインの策定

カタログ・横断検索・アーカイブ・再構築
※4省連携はH24～

NBDCの主要な取り組み：４つの柱



NBDCはFAIR原則※に先駆けて、同様の考えに沿った活動を展開
※データ共有を推進する研究者、出版社、ファンディング機関が参画する国際コミュニティ「FORCE11」が提唱した、データ公開
に係る原則。Findable, Accessible, Interoperable, Re-usableの頭文字をとったもの。

これまでの主な活動

◆ 公開前データのプロジェクト内での共有・活用支援
・AMEDと連携し、データの公開に先駆けて、プロジェクト内やグループ内におけるデータ
の共有を可能にする「AMEDゲノム制限共有データベース（AGD）」を 立ち上げ

・CREST「環境変動に対する植物の頑健性の解明と応用に向けた基盤技術の創出」領域に
おいて、トランスクリプトームデータの領域内共有を支援

◆ ライフサイエンス系データベースカタログ、データベース横断検索の運用
・厚生労働省、農林水産省、経済産業省各省のデータベース統合を推進している機関と連携

・カタログ（約1,600件）は国内の公開データベースはほぼ網羅、うち約600件が横断検索可能

http://www.biobank.amed.go.jp/itc/index.html

ALL JAPANの

ライフサイエンス基盤 経済産業省

農林水産省

文部科学省

厚生労働省

◆ ライフサイエンス系データベースのアーカイブ化
・アーカイブ化（約130件）により、プロジェクト終了後も研究結果が継続的に公開・
利用できるよう整備

◆ 分野別データベースの統合支援
・ファンディングにより生物種やオミクス別のデータベース統合を推進（累計29課題）
・統合を支援したデータベースは、世界3極の一部を担うなど、それぞれ当該分野において枢要な存在となっている

◆ RDFポータルの開設
・分野横断的な研究の促進等に貢献するため、連携が容易で機械可読なＲＤＦ形式で統一した
データベースを集積したポータルサイトを平成27年11月に開設

・平成29年末現在、20件（約450億トリプル）のRDF形式の生命科学データベースを用意

◆ NBDCヒトデータベースの構築・運用
・ゲノム情報や画像情報等研究データを広く研究者間で共有するため、倫理面に配慮したガイドライン等を策定し、

構築した国内初のプラットフォーム

・平成29年12月末時点で約130件の産学の研究プロジェクトから約30万検体分のデータ提供申請

・我が国で産出される人体由来データの収集と世界的な共有において中核的な拠点となっている

http://agrid.dna.affrc.go.jp/cgi-bin/sogo.cgi?sid=&pj=719&lang=ja&action=topPage



